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資 料 編

本資料の現状分析にあたっては、武雄市・山内町・北

方町、1市2町（武雄市、山内町及び北方町のデータを集

計しています。）、小城地区の合併自治体、白石町及び佐

賀県のデータを比較しています。

小城地区（平成17年3月1日合併予定）

（小城郡合併協議会）

小城町・三日月町・牛津町・芦刈町

白石町（平成17年1月1日合併）

旧白石町・旧福富町・旧有明町
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１．人口構造

・1市2町の人口は、昭和60年をピークに減少傾向にあります。また平成12年国勢調査人口は、

武雄市では若干増加していますが、山内町、北方町では減少しており、1市2町全体をみると

今後も減少していくことが予測されます。

・1世帯当たりの人員は、1市2町全体においては県平均を上回っていますが、全体的に核家族

化が進行しているといえます。

・1市2町の年齢3区分人口で、老年人口比率において県平均を上回っており、県内でも高齢化

が進行している地域といえます。

1．基本構想策定資料【基礎調査による現状把握】
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２．地域構造
（１）通勤・通学流動

・武雄市へは、山内町、北方町から多くの通勤者が流入し、また、山内町、北方町へも武雄市

から同等の通勤者が流入しており、武雄市を中心に日常生活圏が形成されているといえます。

・武雄市へは、山内町、北方町から多くの通学者が流入しています。

・1市2町は、伊万里市や杵島郡、藤津郡などとの結びつきも強く、1市2町の地域外との交流・

連携にも十分留意する必要があります。

表 通勤流動（平成12年）

武 雄 市

常住就業者

山 内 町

常住就業者

北 方 町

常住就業者

11,348

17,177

2,253

4,890

1,930

4,211

66.1

46.1

45.8

1佐賀市
2伊万里市
3北方町
4山内町

県内計

1武雄市
2有田町
3伊万里市
4佐賀市

県内計

1武雄市
2佐賀市
3大町町
4多久市

県内計

1山内町
2北方町
3嬉野町
4塩田町

県内計

1武雄市
2有田町
3伊万里市
4嬉野町

県内計

1武雄市
2大町町
3白石町
4江北町

県内計

725
706
626
511

5,292

739
567
473
111

2,399

692
322
297
157

2,209

739
692
617
584

6,229

511
170
160
54

1,188

626
268
137
128

1,935

資料：国勢調査*通勤者は15歳以上就業者を対象に算出しています。
*ランキングは上位4位までの掲載とします。
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表 通学流動（平成12年）

資料：国勢調査

＊通学者は15歳以上を対象に算出し、流入数については若干名のため、流出先のみとします。
＊ランキングは上位４位までの掲載とします。

武 雄 市

常住就学者

山 内 町

常住就学者
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県内計

1武雄市
2佐賀市
3伊万里市
4有田町

県内計

1武雄市
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3大町町
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県内計
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（２）道路交通体系

①広域交通基盤

・１市２町には、長崎自動車道及び西九州自動車道のインター及びJR佐世保線の各駅があり、

広域交通の要衝の地となっています。

・将来は九州新幹線長崎ルートの整備（武雄温泉駅）が予定され、交通の優位性により通勤圏

域が拡大し、交流人口が増加すると考えられます。

・交通の優位性が高まることで、観光、企業誘致などが進展し、県西部の中心都市としての役

割を果たすことが期待されます。

②道路交通基盤

・１市２町全体の市町道の舗装率は佐賀県平均並みで、改良率については、佐賀県平均よりも

若干高くなっています。小城地区・白石町と比較すると道路舗装率、改良率共に低くなって

います。

・１市２町で比較すると、道路改良率は市町間で大きな差があり、武雄市が65.1％で最も低く

なっています。
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資料：「市町村財政概要」
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資料：「市町村財政概要」
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３．土地利用

・土地利用状況は、総面積のうち農用地が17.0%、山林原野が53.1%、宅地が5.7%、その他

が24.2%となっており、山林原野が総面積の半分以上を占めています。

・山林原野の中には、八幡岳、黒髪山、杵島山等の山地や六角川、松浦川などの河川があり、

豊かな自然環境を有しています。

・1市2町は豊かな自然に恵まれていますが、その一方で、台風や豪雨などによる土砂崩壊など

の災害、河川の氾濫の被害が発生しています。このため、自然環境の保存・保全を図るとと

もに治山治水事業などによる災害防止に努めることが求められています。

・平地の割合が比較的少ないことから、自然に配慮しながら、計画的、効率的に土地利用を図

ることが求められています。

図 地目別土地利用割合（平成15年）

資料：市町資料

23.3

22.2

31.9

24.25.7

7.4

5.0

5.5武雄市

山内町

北方町

１市２町

（単位：％）

農用地 山林原野 宅地 その他
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表 平成になってからの主な災害による被害額（平成15年）

資料：市町資料

武雄市

平成2年7月2日～3日
平成3年7月29日
平成5年8月19日～20日
平成7年7月2日
平成2年6月29日～7月2日
平成3年9月13日～14日、9月27日
平成5年8月9日～10日、8月17日～20日
平成7年6月30日～7月6日
平成2年7月2日～3日
平成3年9月13日～14日、9月29日
平成5年8月19日～20日
平成7年7月2日

梅雨前線豪雨災害
7月豪雨災害
8月豪雨災害
梅雨前線豪雨災害
梅雨前線豪雨災害
台風17・19号災害
台風7号・8月豪雨災害
梅雨前線豪雨災害
梅雨前線豪雨災害
台風17号・19号災害
8月豪雨災害
梅雨前線豪雨災害

76.6億円
6.7億円
4.7億円
3.7億円
10.4億円
3.6億円
1.6億円
1.3億円
17.4億円
3.1億円
2.6億円
1.4億円

山内町

北方町

災 害 期 日 名 称 被 害 額
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４．情報通信基盤

・１市２町ともCATVが整備され、ブロードバンド環境でのインターネット接続が可能となるな

ど、情報通信基盤は高い水準となっています。これらを活用し、行政、健康・福祉、防災、

生涯学習などのシステム整備による市民サービスの向上が期待されます。

・1市2町では、情報通信基盤を活かした地域情報化に取り組んでおり、行政窓口オンラインシ

ステム、緊急通報システム及びホームページはすべての市町で導入されています。

表 地域情報通信システムの整備状況（平成16年）

資料：市町資料

武 雄 市 山 内 町 北 方 町

行政窓口オンラインシステム

生涯学習支援情報システム

保 健 医 療 情 報 シ ス テ ム

緊 急 通 報 シ ス テ ム

気象・水防情報システム

防 災 行 政 無 線 シ ス テ ム

防 災 情 報 シ ス テ ム

タウン・イベント情報システム

ホ ー ム ペ ー ジ 開 設

○

○ 一部

○

○

○ 一部

○

○ 一部

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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５．生活環境
（１）居住環境等

・１市２町の持ち家率は76.5%で、県平均の69.9%を上回っています。

・１市２町の１世帯当たりの公営住宅の比率は6.6%で、ほぼ県平均となっています。特に北方

町では10.7%と高く、持ち家比率が高い山内町では、3.8%と低くなっています。

・１世帯当たり延べ床面積は、持ち家では武雄市、山内町は同水準ですが、北方町が127.2m2

と狭くなっています。また、借家では持ち家に比べ、延べ床面積が狭くなっています。

・１市２町のうち、都市計画区域が設定されているのは武雄市のみで、都市公園は武雄市のみ

に整備されています。１市２町全体の人口１人当たりの公園面積は4.9m2となっています。
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図 持ち家率（平成12年）

資料：国勢調査
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図 １世帯当たり公営住宅率（平成12年）

資料：国勢調査＊（公営住宅戸数/世帯数）

表 １世帯当たり延べ床面積（平成12年）

資料：国勢調査

持ち家 借家（公営） 借家（民間）

（単位 m2）

武雄市
山内町
北方町

小 城

小城町
三日月町
牛津町
芦刈町
旧白石町
旧福富町
旧有明町

白 石

145.2
148.3
127.2
130.8
135.8
132.5
139.3
154

148.6
151.9

53.1
46.4
48.1
68.4
ー

50.1
ー

41.4
53.9
65.9

55.4
62.7
71.9
62.6
55.4
56.4
69.5
61.2
81.1
89.1

表 １人当たりの都市公園面積（平成14年）
都市公園面積
（m2）

人口
（H15年3月末）

１人あたりの都市
公園面積（m2/人）

武雄市
山内町
北方町

262,366
ー
ー

262,366
81,000

ー
74,513

ー

155,513
174,139

ー
ー

174,139

34,799
9,802
8,820

53,421
17,916
11,808
10,684
6,427

46,835
13,687
5,686
9,005

28,378

7.5
ー
ー

4.9
4.5
ー
7.0
ー

3.3
12.7
ー
ー

6.1

１市２町

小 城

小城町
三日月町
牛津町
芦刈町

小 城 計

白 石
旧白石町
旧福富町
旧有明町

白 石 計

資料：「市町村財政概要」



武雄市
山内町
北方町

2,698円
2,490円
1,785円
1,390円
1,570円
2,200円
2,200円
2,200円

小 城

小城町
三日月町
牛津町
芦刈町

新白石町

水道料金
（10立方メートルあたり）
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（２）上水道・生活排水処理、ごみ処理

・上水道の給水人口普及率は１市２町とも県平均を上回っており、高い水準にあるといえます。

水道料金については格差があります。

・生活排水処理施設整備普及率は、１市２町全体で29.9%と県平均を下回り、特に武雄市と北

方町の整備は遅れており、普及率の向上が課題です。公共下水道など地域特性に合った施設

の計画的な整備が必要です。

・人口千人当たりのごみの排出量は北方町は県平均を上回っていますが、1市2町全体では、県

平均を下回っています。
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６．産業構造

・１市２町の就業人口は年々減少しており、まちの活力づくりの担い手不足が懸念されます。

・産業別人口構成の推移を見ると、第３次産業の比率が増加傾向にあり、基幹産業である第1次

産業の比率が減少しています。

図 １市２町の産業別就業人口構成の推移

資料：国勢調査
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39.5

37.9

35.4

27.5

48

51

54.7

60.8

平成２年

平成７年

平成12年

佐賀県 平成12年

（単位：％）

第１次産業 第２次産業 第３次産業

1
市
2
町

表 産業別就業人口の推移

資料：国勢調査
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７．農業

・１市２町の農家数及び農家人口は減少傾向にあり、今後とも減少していくと推測されます。

・農家1戸当たりの耕地面積は、1市2町全体では、県平均を下回っていますが、北方町では上

回っています。

・専業、兼業農家の構成比率をみると、１市２町では、わずかではありますが、専業農家の比

率が増加しています。

・１市２町の農業粗生産額は減少傾向にあります。また、農家１戸当たりの農業粗生産額では、

１市２町ともに県平均を下回っています。

・主要農産物は、１市２町ともに米が第１位となっており、以下肉用牛、豚、鶏卵、みかんの

順となっています。
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資料：農業センサス
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山内町

北方町

佐賀県

米

米

米

米
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肉用牛

肉用牛

鶏卵

肉用牛
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種卵
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みかん
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ブロイラー
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小麦

たまねぎ

資料：生産農業所得統計
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643

１位

品 目 生産額 品 目 生産額 品 目 生産額 品 目 生産額 品 目 生産額

２位 ３位 ４位 ５位

（単位：千万円）
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表 主要農産物（平成14年・生産ランキング）
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事業所数（箇所）
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資料：工業統計表
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製造業事業所数（カ所）

2年 7年 12年 2年 7年 12年 2年 7年 12年
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資料：工業統計表

表 製造業事業者数、従業者数、製造品出荷額等

８．工業

・１市２町の製造業について、事業所数、従業者数、出荷額は、平成7年までは増加していまし

たが、平成12年には減少しています。

・製造品出荷額等の最も多い業種は、武雄市、北方町では電気機器、山内町では鉄鋼となって

います。

・人口1人当たりの出荷額については、１市２町間での差は見られませんが、県平均と比較する

と低くなっています。

・工業出荷額等の伸び率（H12／H２）は、武雄市では147.9％と増加していますが、山内町、

北方町では減少しています。特に山内町では64.3％と減少傾向が顕著です。

武雄市

山内町

北方町

電気機器
(13600)

鉄 鋼
(6970)

電気機器
(4330)

一般機器
(5540)

窯業・土石
(2960)

食料品
(2660)

その他製造
(5410)

一般機器
(670)

衣 服
(1170)

窯業・土石
(4160)

木材・木製品
(430)

窯業・土石
(540)

金属製品
(3420)

金属製品
(330)

金属製品
(50)

資料：工業統計表

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

表 製造品出荷額等の内訳（平成12年・ランキング） （単位：百万円）
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図 規模別事業所割合（平成12年）

資料：工業統計表
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資料：工業統計表
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資料：商業統計表

９．商業

・人口1人当たりの小売商業販売額は、武雄市が県平均を大きく上回っています。また、北方町

はほぼ県平均並み、1市2町全体では、県平均を上回っています。

・１市２町における小売商業の近年の推移を見ると、商店数は減少していますが、従業員数、

販売額は増加しています。これは、武雄市への大型商業施設の進出によるものと考えられま

す。

武雄市

山内町

北方町

１市２町

小 城

白 石

佐賀県

554

92

133

779

516

413

12,599

542

99

133

774

514

375

12,113

515

92

102

709

453

328

10,996

2,428

353

598

3,379

2098

1562

54,850

2,467

411

611

3,489

2221

1446

54,559

2,663

364

492

3,519

2,284

1,434

56,891

40,356

3,452

9,910

53,718

31,516

20,566

889,572

42,426

4,047

11,182

57,655

35,708

20,293

924,024

49,311

3,563

8,169

61,043

32,161

17,504

846,774

141.7

36.3

92.6

114.3

68.7

16

96.4

資料：商業統計表

小売商店数（カ所） 小売商業・従業者数（人） 小売商業販売額（百万円） 人口1人当たり
販売額

(H14、万円)６年 ９年 14年 ６年 ９年 14年 ６年 ９年 14年

表 小売販商店数・従業者数・年間販売額の推移

武雄市

山内町

北方町

１市２町

小 城

白 石

佐賀県

40,404

3,765

9,367

53,536

33,998

26,447

878,881

44,023

4,653

8,541

57,217

43,113

28,114

1,007,060

57,191

4,157

11,088

72,436

51,716

26,051

1,181,109

資料：商業統計表

小売業売場面積（m2）

６年 ９年 14年

表 小売業売場面積

商店数（箇所）

779 774

709

660

680

700

720

740

760

780

800

平成６年 平成９年 平成14年

従業員数（人）

3,379

3,489

3,519

3,300

3,350

3,400

3,450

3,500

3,550

平成６年 平成９年 平成14年 平成６年 平成９年 平成14年

販売額（百万円）

53,718

57,655

61,043

50,000

52,000

54,000

56,000

58,000

60,000

62,000

図 １市２町の小売商店数・従業者数・年間販売額の推移

資料：商業統計表
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10．観光

・１市２町では、武雄温泉、黒髪山、きたがた四季の丘公園などの豊かな観光資源を有してお

り、人口1人当たりの観光客数では、小城地区、白石町に比べ多くなっていますが、県平均と

比較すると少なくなっています。

・観光客の約7割以上が日帰り客で、宿泊客の割合は県平均よりも上回っていますが、その多く

は武雄市に集中しています。

・観光客の交通手段の約７割が自家用車です。発地別では、約６割が県内、それ以外でもほぼ

九州圏内からの観光客が大部分を占めています。今後、九州新幹線長崎ルートの開通により、

県外からの鉄道を利用した観光客が増加することが予想されます。

1,514 1,520

1,738 1,714

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

平成8年 平成10年 平成12年 平成14年

１
市
２
町
の
観
光
客
の
推
移
（

千
人
）

図 １市２町の観光客の推移

資料：佐賀県統計書
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図 観光客数の伸び率

資料：佐賀県統計書
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図 人口１人当たりの観光客数（平成14年）

資料：佐賀県統計書
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95.3

100.0

76.0

99.1

99.9

91.6

32.0

24.0

8.4

0.1

0.9

0.0

4.7

武雄市
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北方町

1市2町

小城

白石

佐賀県

日帰り客数 (単位：％)宿泊客数

図 観光客日帰、宿泊別比率（平成14年）

資料：佐賀県統計書
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図 観光客の交通手段（平成14年）

資料：佐賀県統計書
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80.2

59.8

59.4

38.3

36.0

19.8

40.2

32.6

42.5

11.1

8.08.0
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図 観光客の発地別比率（平成14年）

資料：佐賀県統計書



● ● ● 15 ● ● ●

資 料 編

7,861

4,148

6,132

2,680 2,563
3,326

1,083

0

3,000

6,000

9,000

武
雄
市

山
内
町

北
方
町

１
市
２
町

小
城

白
石

佐
賀
県

人
観
光
客
１
人
当
た
り
の
観
光
消
費
額

（

千
円
）

図 観光客１人当たりの観光消費額（平成14年）

資料：佐賀県統計書

表 観光資源

資料：各市町資料

武 雄 市

川古の大楠公園

竹古場キルンの森公園（飛龍窯）

武雄温泉

武雄温泉楼門

慧州園

御船山楽園、御船が丘梅林

武雄温泉保養村

佐賀県立宇宙科学館

武雄・嬉野メルヘン村

黒髪少年自然の家

乳待坊公園

夫婦岩（雄岩・雌岩）

道の駅（山内）・黒髪の里

神六山公園キャンプ場

筒江窯跡

中央公園

きたがた四季の丘公園

北方宿本陣

勇猛寺

大聖寺

高野寺

山 内 町 北 方 町
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11．医療・保健

・対象老人１人当たりの老人医療費は、１市２町間で格差があります。また、対象老人１人当

たりの老人医療費については増加傾向がうかがえます。

・人口千人当たりの病院・診療所数、病床数、医師数については１市２町間で格差がみられま

すが、病床数、医師数では県平均を下回っています。

・健診受診率では、北方町、山内町に比べ、武雄市の受診率が低くなっています。
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２
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70.3
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80

90

100対
象
老
人
1
人
当
た
り
の
老
人
医
療
費

（

万
円

）

図 対象老人１人当たりの老人医療費（平成15年度）

資料：市町資料
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76.4

65.0

70.0

75.0

80.0

平成13年度 平成14年度 平成15年度

図 １市２町対象老人１人当たりの老人医療費（平成15年度）

資料：市町資料
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1.0

0.7
0.6

0.9

1.4

0.8 0.9

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0
1.2
1.4
1.6

図 人口千人当たりの病院・診療所数、病床数、医師数（平成14年）
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資料：「医療施設調査」「医師・歯科医師・薬剤師調査」



一般健康教育教室

糖尿病予防教室

骨粗鬆症予防教室

寝たきり予防教室

老人クラブすこやか学級

にこにこマイぺース教室

両親学級

リハビリ教室

一般健康相談

糖尿病相談

老人健康相談

肝疾患対策事業（健診・指導）

４ヶ月健診

６ヶ月健診

1歳６ヶ月健診

２歳児健康相談

予防接種（７種）

予防接種（９種）

結核検診

骨粗鬆症検診
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○

○

○
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○
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図 健診受診率（基本健診、平成15年）

資料：各市町資料

表 健康まちづくり行政メニュー一覧（平成15年）

資料：各市町資料

○
（10ヶ月検診）

○
（栄養相談）

○
（3ヶ月検診）

○
（7ヶ月検診）



要 支 援

要介護 １

要介護 ２

要介護 ３

要介護 ４

要介護 ５

計

高齢者人口（人）

227

424

191

179

148

116

1,285

7,835

66

155

79

58

59

36

453

2,309

89

130

59

49

40

41

408

2,122

382

709

329

286

247

193

2,146

12,266

1,395

2,223

1,095

922

837

691

7,163

42,543

27.38

31.89

30.05

31.02

29.51

27.93

29.96

28.83

武雄市 山内町 北方町 1市2町計 杵藤地区計 杵藤地区比率(%)
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12．福祉
（１）高齢者福祉

・１市２町の高齢化率は年々上昇しており、平成12年で65歳以上の人口比率は21.71％で、

県平均を上回っています。また、高齢者単独世帯の比率では、１市２町では県平均を下回っ

ています。

・１市２町の要介護・要支援数は、杵藤広域圏の中で、３割を占めています。

・１市２町では、公的、民間合わせて特別養護老人ホームが４ヶ所、デイサービスセンターが

13ヶ所、在宅介護支援センターが10ヶ所などの高齢者福祉施設が設置されています。高齢化

は今後も進むと予想されるため、サービス提供体制の構築を計画的に行う必要があります。

高
齢
者
単
独
世
帯
数
（

世
帯

） 平
成
２
年

平
成
７
年

平
成
１２
年

684

858

1,087

0

200

400

600

800

1,000

1,200

図 １市２町における高齢者単独世帯数

資料：国勢調査
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23.07

22.64
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25.69

20.43

19.21

武雄市

山内町

北方町

1市2町

小城

白石

佐賀県

（単位：％）

図 65歳以上人口比率 （平成12年）

資料：国勢調査

表 要介護・要支援者数（人） （平成16年３月末現在）

資料：各市町資料
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図 高齢者単独世帯の比率（平成12年）

資料：国勢調査



公 的 施 設

特別養護
老人ホー
ム

施設数

武雄市

山内町

北方町

１市２町

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

3
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1
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表 老人福祉施設（平成15年）

資料：各市町資料

民 間 施 設

特別養護老人ホーム

施設数

武雄市

山内町

北方町

１市２町

2

1

1

4
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50

50

200

2

0

0

2

160

0

0

160

1

0

0

1

56

0

0

56

4

2
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6

定員数 施設数 定員数 施設数 定員数 施設数

老人保健施設 養護老人ホーム
グループ
ホーム

民 間 施 設

ディサー
ビスセン
ター

在宅介護
支援セン
ター

ショート
ステイ

施設数

武雄市

山内町

北方町

１市２町

5

3

2

10

4

1

2

7

2

1

1

4

施設数 施設数



武雄市

山内町

北方町

１市２町

小 城

白 石

佐賀県
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420
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● ● ● 20 ● ● ●

資 料 編

（２）児童福祉

・１市２町では、出生率が死亡率を下回っています。

・保育サービスについて、保育所施設充足率は98.7％と県平均の91.2％を上回っています。今

後も、多様化する保育ニーズに対応するため、特別保育などの充実を図る必要があります。

表 保育所の整備状況と充足率（平成14年）

資料：「市町村財政概要」
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図 保育所施設充足率（平成14年）

資料：「市町村財政概要」

表 特別保育取り組み状況（平成15年度）

資料：各市町資料
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図 出生率・死亡率（平成15年）

資料：人口統計資料
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（３）その他福祉

・１市２町の母子世帯比率は3.17％、父子世帯比率は0.30％となっています。

・心身障害（身体・知的・精神）者（児）数は、１市２町全体で2,894人（平成15年）となっ

ています。
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図 母子世帯・父子世帯比率（平成15年）

資料：各市町資料

表 障害者(児)数(人)
（身体・知的・精神）

資料：各市町資料
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図 生活保護世帯比率（平成15年）

資料：各市町資料
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13．学校教育

・１市２町には、幼稚園が６園、小学校が16校、中学校が5校あります。小学校１学級当たり

の児童数は25.5人でほぼ県平均並みです。また、中学校1学級当たりの生徒数（30.4人）も

ほぼ県平均並みとなっています。

・幼稚園施設充足率は125.6％で県平均を若干下回っています。

・１市２町の小学校児童１人当たり及び中学校生徒１人当たりの校舎面積は、県平均よりも若

干狭くなっています。小学校では北方町の児童1人当たりの校舎面積が狭く、県平均を上回っ

ているのは山内町のみとなっています。中学校では、北方町のみ県平均を上回っています。

・危険・不足校舎面積は、小学校、中学校ともに武雄市が大きく、小学校では、老朽化などに

より改修等が必要な校舎・施設があり、特に高い数値となっています。

・小、中学校での児童、生徒百人当たりのパソコンの設置台数は、中学校では若干の差がみら

れますが、小学校ではほとんど差は見られません。
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図 幼稚園、小学校、中学校数（平成14年）

資料：「市町村財政概要」
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表 生涯学習施設（平成14年）

資料：「市町村財政概要」

14．生涯学習・文化
（１）文化スポーツ施設

・１市２町とも公民館が整備されていますが、図書館は武雄市のみとなっています。また、児

童館はありません。

・１市２町の住民１人当たりの図書館蔵書数は2.2冊で小城地区の蔵書数（2.8冊）に比べ低く

なっていますが、県平均並みとなっています。

・スポーツ施設については、人口１人当たりの施設数は１市２町間で差がありますが、全体で

見ると、各施設とも県平均よりも整備されています。

蔵書数（冊） 平成15年3月
末人口（人）

住民1人当たり
の蔵書数（冊）

武雄市

山内町

北方町

１市２町

小 城

白 石

佐賀県

116,893

－

－

116,893

326,495

－

1,913,732

34,799

9,802

8,820

53,421

116,184

55,749

880,665

2.2

2.8

0.0

2.2

表 住民1人当たりの図書館蔵書数

資料：「市町村財政概要」

文化施設 スポーツ施設

武雄市

山内町

北方町

・武雄市文化会館

・武雄市図書館・歴史資料館

・佐賀県立宇宙科学館

・山内町中央公民館

・山内町農村環境改善センター

・北方町中央公民館

・四季の丘資料館

・白岩運動公園

・天神崎テニスコート

・山内町中央公園

・多目的スポーツ広場

・北方スポーツセンター

・サンスポーツランド北方

・運動公園グラウンド

・町民プール

・テニスコート

表 主な文化・スポーツ施設

資料：市町資料
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（２）文化財

・1市2町は、国指定の重要文化財、県指定、市町指定の文化財が多数あり、伝統芸能等も豊富

です。このような地域固有の文化財、伝統芸能などは、保存・継承するための取り組みが必要

です。

表 国・県・市・町指定文化財一覧

資料：市町資料

町 名

武雄市

重要文化財

天然記念物

史跡

重要無形民俗文化財

登録文化財

天然記念物

史跡

重要文化財

天然記念物

重要無形民俗文化財

重要有形民俗文化財

・木造四天王立像 ４駆 ・武雄神社文書 25巻

・川古のクス １株 ・かささぎ生息地

・肥前陶器窯跡 ４ケ所

・大谷窯跡 ・小峠窯跡

・土師場の物原山 ・錆谷窯跡

おつぼ山神籠石 １地域

・武雄の荒踊 ３団体

・高瀬の荒踊 ・宇土手の荒踊

・中野の荒踊

・如蘭塾塾舎及び寄宿舎 １棟 ・如蘭塾迎賓館 １棟

・かささぎ生息地

・かねこしだ自生地

・肥前磁器窯跡（百間窯跡）

・銅造薬師如来立像 ・倶利迦羅龍王碑

・カササギ生息地 ・大聖寺のまき ４株

・志久七囃子浮立

・四季耕作図絵馬 ・炭鉱絵馬

山内町

北方町

指 定 名 称

〕〔

〕〔

武
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内
町
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町

25
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35
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市町指定

図 文化財指定件数

資料：市町資料
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地 区 名 内 容 地 区 名 内 容

武雄町 武 雄

上西山

下西山

永 松

八 並

川 良

小 楠

永 島

橘 町 二 俣

沖 永

鳴 瀬

南片白

大 日

上 野

犬 走

踊 瀬

永 尾

鳥 海

三間坂

船の原

焼 米

追 分

木の元・高野

流鏑馬

西谷の蛇踊り

鐘･皮浮立､女相撲踊り､流鏑馬

面浮立

鍬踊り､流鏑馬

豊年三助踊り､浮立

銭太鼓､綾竹

女面浮立

女相撲取り踊り

鐘､皮浮立

浮立

鐘･皮浮立､女浮立

皮浮立

こども浮立

浮立（猪浮立）･荒踊

浮立･荒踊

浮立

浮立･荒踊

浮立（津々良の猪浮立）･荒踊

かんこ踊・浮立

皮浮立

皮浮立

志久七囃子浮立

朝日町 甘 久

高 橋

南上滝

中 野

黒 尾

川 上

繁 昌

若木町 川 内

武内町 東真手野

東川登町 袴 野

宇土手

西川登町 神 六

高 瀬

庭 木

小田志

今 山

黒 髪

大 野

宮 野

立野川内

久津具・北方・馬神

芦 原

医王寺

女相撲甚句、銭太鼓、荒踊

高橋神輿

こども浮立

荒踊、銭太鼓、綾竹

七福神祭り

こども浮立

こども浮立

浮立

舞浮立

面浮立

荒踊

神六浮立

荒踊、綾竹、鐘浮立

綾踊、鐘浮立

鐘浮立

浮立

浮立

浮立

浮立（蛇浮立）荒踊・流鏑馬

浮立（虎浮立）

こども浮立

鉦浮立

医王寺五囃子浮立

武雄市

山内町

北方町

表 伝統芸能一覧（平成16年）

資料：市町資料
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15．行財政

・人口１人当たりの積立金現在高は173千円で県平均（144千円）を上回っていますが、小城

地区と比較すると少なくなっています。また、地方債現在高では武雄市が高く、１市２町の

平均は県平均に比べ高くなっています。

・１市２町の財政力指数は、県平均よりも高く、経常収支率については佐賀県とほぼ同じ水準

です。
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図 財政力指数(平成14年度末) 図 経常収支比率(平成14年度末)
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16．1市2町の現状把握からみた主な問題点

１．人口構造

１市２町の人口は、昭和60年をピークに減少傾向となっています。平成12年では老年人口

の比率が県平均を上回っており、高齢化が進行しています。このため、まちの活力が減退し

ていくことが懸念されます。

２．地域構造

１市２町での往来は活発で、武雄市を中心に日常生活圏が形成されています。また、1市2

町は広域交通の要衝の地であり、将来には九州新幹線長崎ルートの整備が予定され、通勤圏

域が拡大することから、交流人口が増加すると考えられます。

３．土地利用

１市２町は豊かな自然に恵まれていますが、災害、河川の氾濫等による家屋・農業施設の

被害が発生しやすい地域でもあります。このため、自然環境の保存・保全を図り、治山治水

事業による災害防止に努めることが求められます。

４．情報通信基盤

１市２町ともCATVが整備され、情報通信基盤は高い水準となっています。今後は、これら

を活用した住民サービスの提供が求められます。

５．生活環境

上水道について、１市２町では料金面での格差があります。また、全体で生活排水処理施

設整備普及率が低く、普及率の向上が課題です。

６．産業構造

１市２町では、就業人口の減少が見られ、まちの活力づくりの担い手不足が懸念されます。

また、第１次産業では後継者不足が問題となっています。

７．農業

農家数、農業人口、農業粗生産額のいずれも減少しています。また、農家1戸当たりの農業

粗生産額は県平均を大きく下回っており、経営効率が低くなっています。

８．工業

事業所数、従業員数が減少しています。また、人口１人当たりの工業出荷額等は県平均を

大きく下回っています。

９．商業

１市２町全体では、人口１人当たりの小売販売額は、県平均を上回っていますが、商店数

は減少し、従業員数、販売額は増加しています。これは、武雄市への大型商業施設の進出な

どによるものと考えられます。また、郊外型の商業施設の進出等により、武雄市の中心市街

地は空洞化が進行しています。

10．観光

観光客数は平成８年以降増加傾向にありましたが、平成12年からは減少傾向にあります。

今後は、温泉、自然資源などの活用の方法などについて検討し、長崎自動車道、九州新幹線

長崎ルートなどの交通の優位性を活かした観光の振興対策が必要です。
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11．医療・保健

人口当たりの病床数、医師数はともに県平均を下回っており、また、１市２町間で格差も

みられます。誰もが安心して地域で暮らせるための環境整備が課題となります。

12．福祉

高齢化が進む中で福祉サービスの充実が課題です。保育所施設充足率は１市２町全体で

98.7％と高くなっています。また、多様な保育ニーズに対応するため、特別保育等の充実が

求められます。

13．学校教育

校舎の老朽化などにより改修・改築が必要な小学校、中学校校舎・施設があります。

14．生涯学習・文化

図書館は武雄市のみ整備されています。１市２町の１人あたりの蔵書数は、2.2冊で県平均

の水準となっています。スポーツ施設は、各市町ともにすでに整備が進んでいますが、整備

施設の内容に市町間で違いが見られます。

15．行財政

・１市２町の財政力指数は0.435であり、十分な財政力を有しているとはいえません。

・１市２町の経常収支比率は80％を超えており、財政の硬直化が進んでいるといえます。
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１．合併の効果
（１）財政計画と合併しない場合との歳入・歳出の比較（平成18年度～平成27年度）

2．財政計画策定資料
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歳入総額 1,951億円

歳出総額 1,951億円

人件費

384億円
20%

投資的経費
341億円
17%

その他
経費
275億円
14%

補助費等
217億円
11% 物件費

170億円
9%

公債費
276億円
14%

扶助費
288億円
15%

義務的
経費
948
億円
49％

その他
経費
1,003
億円

51％

市の長期にわたる借入金
のことです。学校などの
長期にわたって利用され
る施設の建設に必要な資
金を地方債という形で調
達しています。

市が行う行政サービスに
必要な経費の一部あるい
は全部について、国や県
からの収入です。

道路や学校の建設など、
将来、市の財産となるも
のに支出される経費で
す。

各種団体に対する助成金
や一部事務組合への負担
金などとして支出される
経費です。

臨時職員の賃金、市役
所・学校等の消耗品や光
熱水費、備品購入費など
に支出される経費です。

市の長期にわたる借入金
（地方債）の元金の返済、
利子の支払いに要する経
費です。

社会保障制度の一環とし
て、児童、老人、生活困
窮者等の支援のための経
費です。

市長等の特別職、議員及
び一般職員の報酬・給与
等の経費です。

市が独自で課税、徴収す
ることができる収入です。
市民税、固定資産税など
があります。

標準的な行政を運営して
いくために必要な経費を、
地方税などの収入でまか
なえない場合に、交付さ
れる収入です。

地方税
458億円
24%

地方交付税
624億円
32%

国・県支出金
33１億円
17%

地方債
257億円
13％

その他収入
281億円
14%

（２）合併後10年間の歳入・歳出の合計額の内訳
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